
河川氾濫による水害リスクを軽減するため

■ 事業箇所：高崎市綿貫町～大八木町
■ 事業内容：調節池 4箇所
■ 事業期間：令和元年度～

洪水を一時的に貯めるための
調節池をつくります

よ く わ か る 公 共 事 業令和

7
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

・近年の集中豪雨等により、浸水被害が生じないよう、対策をして欲しい。（地元住民）
地元
の声

事業前 事業後

◆ 集中的な降雨があった際、河川への流入量が増
え、浸水被害が発生するおそれがあります。

事業前の状況 事業後のイメージ

事業の進捗状況（令和7年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
高崎市

今、何をしているか

令和７年度は引き続き、用地取得を実施します。

成果を示す項目 実施前

想定氾濫面積 537ha

想定氾濫区域内の浸水戸数 8，061戸

実施後（目標）

０ha

０件

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

◆ 調節池に雨水を一時的に貯留することで、河川
への流入量を減らし、河川の氾濫による浸水リ
スクを軽減します。

調節池２
宿大類調節池

調節池３

調節池４

井野川

烏川

染谷川
天王川

調節池１

高
崎
駅

宿大類調節池（計画）

井野川

調節池

宿大類調節池（計画）
③複合産業団地周辺

天
王
川

染
谷
川

高
崎
駅

烏川

新前橋駅

調節池１

⑤東部小学校上流

調節池４

④中井野川橋上流

②常慶橋周辺

井野川

①スマートIC周辺

河道整備
延長L=9.6km

調節池２（事業中）

調節池３

R８以降

R７実施

完了済

■ 調節池面積： １６．５万ｍ２（４箇所合計）
■ 調節容量 ： ４９．６万m3（４箇所合計）

※河道整備及び調節池整備の実施後による効果
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